


膣トリコモナス検出用培地

　トリコモナス原虫の検査には、「鏡検法」と検出率の高い「培養法」が用いられています。

弊社では、諸先生方からの要望により「培養法」に用いる増殖能の優れた生培地として

｢トリコモナスＤＩＡ培地｣を販売して参りましたが、このたび｢トリコモナスＤＩＡ培地｣の増殖

能はそのままで、培地の色調変化でトリコモナス原虫の有無を判定できる生培地として

『トリコモナス-ＲＹ培地』を開発いたしました。検鏡による中間判定の手間が省けるため

省力化に大いに寄与できるものと存じます。

  (1) 従来の培地と比較して、トリコモナス原虫の増殖能、保存性に優れており、一般細菌

 　の増殖を抑制するよう配慮された生培地です。

  (2) 試料中のトリコモナス原虫が増殖すると培地の色調が赤から黄色に変化するため　

 　検鏡による中間観察の手間が省けます。

  尿道分泌物、膣分泌物などは直接培地に、尿材料については1500rpm  5～10分

  遠心後の沈渣を１白金耳、または少量を培地の深部に接種し、37℃で培養します。

  ・24 ～ 28 時間培養後、培地の色調を観察して｢赤色｣の場合はそのまま培養を継続。　　　　

  　｢黄色｣に変色していればトリコモナス原虫が陽性と判断できます。

 　※ ただし、確定判定は滅菌ピペット、または白金耳を用いて培地深部より培地をスライド

 　ガラスに１滴とり、カバーグラスをかけ鏡検にて虫体が確認できた場合のみ陽性とします。　

 　通常は 100 ～ 200 倍で活発な運動をした原虫が観察できます。

  ・培地が変色してないときや検鏡にて原虫が認められない場合は、毎日または隔日に

 　培地の色調を観察を１週間まで続けます。

  (1) 本培地は増殖能が高いため、長期間培養すると顆粒を持った死滅原虫が多く観察されます。

  (2) 本培地は抗真菌剤を不添加なので、カンジダ属などが発育して混濁することがあります。

ペプトン　 30  g クエン酸鉄(Ⅲ)アンモニウム 0.025  g

ブドウ糖 10  g ベーシックレッド 0.02  g

塩化ナトリウム 2  g 寒天 1  g

リン酸２水素カリウム 0.6  g 発育補助　ビタミン液

リン酸水素２カリウム 1  g 混合抗生剤液

Ｌ-システイン塩酸塩 1  g 血清

《１０００ｍｌ 中》 ｐＨ ６.０ ± ０.２

2017.06

　 トリコモナス-ＲＹ培地(半流動)
TRICHOMONAS　VAGINALIS　MEDIUM
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